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墹域率実緬〕

注１麟当する□には、レ印を配入してください．特定心案行以外のqJHg行の力はし印の毘入は不要です．

２「基準年度ｌとはHf画期1111のⅡ11年度を．「目揮年度」とはlIf西畑間の最終年度を、「栩告年度」とは叶函mIlI】のうち、今回鰍告の対象となる年度をいいます。

３「事業所弊排出区分」とl土京IWI府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの住jnlに伴い発生する沮菰効采ガスを．「柚送111両排出区分」とI土日助lIf運送WJ藁者については使用の本拠の位匝を爪IUll1Rj向とす
るｎ両の排出する沮甑効果ガスを、鉄近事業者については係#Ｉする貨物Ｊ１[両又は旅客111両の排11Ｉする楓菰効果ガスを．「その他排ItI区分」とは上妃以外の京HH府内における事難所溥の事藁活動に伴い発生する
沮讃効果ガスをいいます．

４「原町1位当たりの狙宝効果ガス排M1且尋」の「用途区分」には、Ｏ○工u1,1J務所などの用途を記入してください。「腺011位の柑揮」には、分子の「二酸化MH豪換算」の-ﾄﾞに分１，となる指揮（生麗は丘．延べ
床而碩、走行距町郭）を記入してください。

５「その他の地津廻国化対節による、竃効果ガスのﾊﾟﾘ減丘導」のうち「蕊林の1K全及び1自侭」の「目撫年度（針画）ｊ既にはDIlHi期間中の日揮の異01を、「鯏告年度（爽績）」楓には実績の累計を記入してくだ
さい．

６「特匡事項ｊには．平｣虫２年度（１９９０年度）を基遁とした焼IⅡ丘の対比や、右ヱネ製品囲発など他者の沮宝効果ガス僻ＩＲＩ則醸への貢叔、グリーン国連の採用、特定フロンなどの条例柑定外の沮竃効果ガス
の醗減などを記入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる巾務所
の所在地）

京都府久世郡久御山町佐山新開地１２８番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
折の氏名〉

京都機械工具株式会社
代表取締役社長宇城邦英

頭業者の主たる

業種 金属製品製造業

ﾛＪＲヨヲＯ罰し升ご白

要件 Ｆ京都府地球温吸化対策条例施行規則第10条第１号咳当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送卒業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車
両150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上）〕

肝画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

環境保全活動によって、エネルギー消費効率の改善をはかり、二酸化炭素排出削減を推進する。

推進体制 環境マネジメントシステムにて禰築している体制を基本とし、上記方針に基づき決定した目標の進捗管理を行う。（環境担当役員を最商責任者と
し、推進責任者として環境管理責任者を適任、環境責任者会議を環境問題の決蟻及び進捗管理機関として股極している）

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 工場・事務所

取得年月日 1999年12月28日

年度ごとの具体
的な取組及び措
趣の状況

年度

H2１ 

H20～H2１ 

設備、対象、工程等

股備

設備

措腿内容

ＮＣ旋盤導入

ｺﾝﾌﾞﾚﾌﾟｻ更新

温室効果ガスの
排出趾等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合叶

実績に対する自己評価

当舌寧雫度（蘂恐U〕

(１９）年度
(二酸化侠索換仰）

日磯手度（計Ｉ圏Ｉ）

(２２）年度

(二酸化炭素換算）

墹減率
(計画）

1舩舌士Ｆ１出［（夷NFU

(２１）年度
(二酸化瞠嚢換算）

増減率
(実綱）

4.714.0ｔ 4,611.0ｔ -2.2％ 2,535.1ｔ -46.2船

ｔ ［ ％ ｔ ％ 

し ［ 船 ｔ 船

＊】 40714.0ｔ 中２４p611.0［ -2.2船 ＊４ 20535.1ｔ -46.2船

Ｈ２１年６月省エネ診断を受け、その後改善活動に取り組み電力量を削減した。

原単位当たりの
温室効果ガス排

出丘等

用途区分 原単位の指標

工場
二酸化炭素換算

生産数逓(方個）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 湘波卵１（叶面） 報告年度（実績） 増減率（実績）

1.023 1.000 -2.2乳 0.794 -22.4船

船 船

船 船

前年度より生憲fTtが増えたが、省エネ診断後に電力等の削減活動を行なった。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減丘等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した趣力

又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排Ⅲ
且の削減効果分のI！#入

削減丘等合計

目標年度（叶画）
取組且鱒 (二酸化炭素換算）

(塾伯面積） hａ 吸収且） ｔ 

(利用且） 1，９ ､'1旗且） ｔ 

(完迅且） kwｈ 刑減量） ｔ 

(熟供給且） GＪ 即I域且） ｔ 

(庇入量） kwｈ 沖l城且） ｔ 

(庇入赴） ｔ (削減且） ｔ 

＊３ｔ 

報告年風 (実績〕

取組丘坤 (二敗化炭素換算）

(整俔面積） hａ (吸収g上） ｔ 

利用丘） 1，０ (ﾊﾘ械且） ｔ 

充矼且） kwｈ (､11減且） ｔ 

熟供給丘） GＪ (IWl減仕） ｔ 

厭人且） kwｈ (削域ａ） ｔ 

(田入且） 上 (１１ﾘ域且） ｔ 

*５ｔ 

差引排出丘

(排出合計－１１j城弊合０１）

基鎭年度（実綴）

＊】4,714,0ｔ

目標年度（計画）

1.2)-(ｏ３Ｉ４,611.0ｔ 

墹城率（計画）

-2.2％ 

報告年度（実績）

20535.1ｔ I剣)-(輻）

増減率（実績）

-46.2％ 

地球温吸化対策
に資する社会貢
畝活動

チーム・マイナス６％、関西エーオフイス宣言、ライトダウンキャンペーン等に参加

特記事項


